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論文の内容および審査の要旨
日本人の不正咬合患者では,前 歯部叢生 を主訴
として来院することが多く,抜歯治療 を適用する
ことが少なくない。プリアジャステッドアプライ
アンスは,プ リフォームワイヤーを使用してスラ
イディングメカニズムによって治療を進めるため
に歯列弓形状に対する影響を修確にす ることが不
可欠 と思われる。そこで本研究は,小 臼歯抜去を
併用 したプリアジャステッドアプライアンスによ
る治療がAngleClassI不正咬合の上下顎前歯の
位置および歯列弓形状に与 える影響について知る
ことを目的に行った。
対象には,プ リアジャステッ ドアプライアンス
(MBTTMシステム).022スロ ッ トを用いて治
療 し良好な咬合状態が得 られたAngleCiassI不
正咬合者26名,(非抜歯群1O名,抜歯群16名)を
選択 した。治療前と治療後の口腔模型および側面
頭部X線 規格写真 を研究資料とした。
口腔模型上で抜歯群,非 抜歯群の歯冠最大幅径
ならびに治療前後の歯列弓形態を4次 多項曲線で
表現 し,形状を表すLogF値を求めた。 また,歯
列弓の長径,幅 径等を計測 した。側面頭部X線 規
格写真分析では,抜 歯群 と非抜歯群で治療前 と治
療後,お よび変化量について比較 した。
結 果:1.抜 歯群における治療後の上顎歯列
弓のLogF値は,治 療前と比較 して統計学的に有
意に増加 し,上顎歯列弓形状の尖形化を示 した。
2.抜歯群の治療前後の比較で,上 顎犬歯問幅
径は統計学的に有意な差 を認めず,上 下顎の歯列
弓前長径が有意に大きな値 を示 した。
3.抜歯群の歯冠最大幅径は非抜歯群 と比較 し
て,上 顎では第二大臼歯を除くすべての歯種で統
計学的に有意に大 きく,下顎では犬歯,第 一,第
二小臼歯において統計学的に有意に大 きかった。
4.抜歯治療では,上 顎臼歯部の長径,幅 径お
よび下顎の臼歯部長径が統計学的に有意 に小 さく,
歯列弓形状 を維持 した まま歯列弓形態は小 さく
なった。
結 論:小 臼歯抜去 を併用 したプ リアジャス
テ ッドアプライアンス治療による上顎歯列弓の尖
形化は,前 歯部叢生 を解消するために犬歯間幅径
を維持 したまま歯列弓前長径 を増加す ることに
よって生 じることが明 らかとなった。 したがって,
ClassIcrowdingの抜歯治療 では,上 顎歯列弓
の尖形化を想定 したアーチフォームを選択する必
要性が示唆 された。
審査会 は平成18年12月28日に開催 され,申 請
者から論文内容の説明があり,ひ き続 き質疑応答
が行われた。委員か らは,1)対象資料の選択基準,
2)プ リプォームワイヤーの形態 とプ リァジャス
テッドアプライアンス装置の作用,3)歯 列弓形
態の人種差,な どについて質問があり,いずれも
的確な回答が得 られた。 また,治 療後の歯列弓形
状の尖形化に与 える歯冠幅径の影響についての指
摘がなされ,デ ータの追加が求められた。
後 日,歯冠幅径のデータの追加ならびにそれに
伴 う,本文 と図表の加筆,修 正を行い,タ イ トル
も研究内容に沿 う表題に改め,委 員の了承を得た。
審査委員会は,本 研究で得 られた知見が,Class
Icrowdingの治療において,適切なアーチフォー
ムの選択を可能 にした点に意義があり,歯学の発
展に大きく寄与するものと考え,か つ専攻領域の
学識についても十分な識見を有 していると判断し
たので,学 位授与に値すると判定 した。なお,併
せて外国語(英 語)の 試験 を実施 した結果,相 当
の読解力を有 しており合格 と判定 した。
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